
フォーラム2023
古典の日宣言十五周年記念

11月1日（水） 13時～15時35分（受付12時～）日　時

京都コンサートホール 大ホール会　場

1,500名定　員
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﹇
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い
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司
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主催：古典の日推進委員会
共催：文化庁
後援：京都新聞           　　　　　　　　　

﹇
参
考
﹈ 

第
38
回
国
民
文
化
祭   

第
23
回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭「
い
し
か
わ
百
万
石
文
化
祭
２
０
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３
」11
月
26
日
ま
で
開
催
。



出演者プロフィール

古典の日推進委員会
〒600－8009 京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町78番地
京都経済センター３階
（公財）京都文化交流コンベンションビューロー内
ＴＥＬ● 075-353-3060（月～金 9：00～12：00 13：00～17：00 土日祝は除く）
ＦＡＸ ● 075-353-3055
ホームページ ● https://hellokcb.or.jp/kotennohi/

会
場
地
図

お
問
合
せ
先

京都コンサートホール
大ホール
（京都市左京区下鴨半木町１番地２６）
● 京都市営地下鉄
　烏丸線「北山駅」下車
　１番または３番出口　南へ徒歩５分

◆ Facebookにて新着情報配信中！古 典 の 日　　 検索

◆ 当落通知については、10月初旬を予定しております。　◆ 1名様でご応募の場合、2名様での入場はできません。
［往復はがきからの応募］落選の方は返信はがきにて通知。当選の方は、「入場券」（返信はがき）にて通知。当日必ずご持参ください。
［We b からの応募］メールでご案内の上、後日「入場券」を送付します。申し込み時に、受付完了メールが届かない場合はご連絡ください。当落

通知のメールが届きません。
◆ 申し込み時にご記入いただいた個人情報につきましては、古典の日推進委員会からの各種連絡の目的にのみ使用します。
◆ 次の場合は応募が無効となりますので、ご注意ください。　● Web、郵便往復はがき以外での応募　● 記入漏れ、記入不備
　  ● 重複応募（Webとはがきの重複も含む）　 ● 1通につき、3名以上の応募　● 応募締切日を過ぎたもの　● 応募イベントが不明なもの

〒600-8009
下
京
区
四
条
通
室
町
東
入

京
都
経
済
セ
ン
タ
ー
３
階

（
公
財
）
京
都
文
化
交
流

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー

古
典
の
日
推
進
委
員
会 

「
古
典
の
日
フ
ォ
ー
ラ
ム
」 

係

往信
63円

往信用の表 返信用の裏
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返信
63円

返信用の表 往信用の裏

※抽選結果を印刷しますので
　何も記入しないでください

こ
の
折
り
目
を
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側
に
し
て
折
っ
て
差
し
出
し
て
く
だ
さ
い

①応募理由
②催し名
　（11/1フォーラム）
③参加希望人数
　（2 人まで）
④応募者の
　・氏名・ふりがな
　・郵便番号・住所
　・電話番号

応募要項
【入場料】無料（自由席）　【応募締切】8月25日（金）必着
【応募方法】郵便往復はがき もしくは 古典の日ホームページから

※

応
募
い
た
だ
い
た
理
由
を
ご
記
入
く
だ
さ
い

記入例を参考に、必要事項を
黒のボールペン等ではっきりとご記入ください。
（字が消せるタイプの筆記具はご使用にならないでください）

能「源氏供養」　金剛龍謹（金剛流若宗家）

御陣乗太鼓は、輪島市名舟町に伝わる郷土芸能。1577年、上杉謙信の軍勢が名舟村に
攻め込んだ際、村人が鬼気迫る面をかぶり海藻の髪を振り乱して、太鼓を打ち鳴らして
退けてたことが始まりといわれています。
石川県が誇る「御陣乗太鼓」は石川県指定無形文化財に指定されています。

御陣乗太鼓　（御陣乗太鼓保会）

講演・対談　山本淳子（京都先端科学大学人文学部教授）
１９８８年、金剛流二十六世宗家金剛永謹の長男と
して京都に生まれる。幼少より、父・金剛永謹、祖
父・二世金剛巌に師事。５歳で仕舞「猩々」にて初
舞台。以後「石橋」「鷺」「翁」「乱」「道成寺」「望月」
「安宅」など数々の大曲を披く。芸の研鑽を第一に
舞台を勤め、全国、海外で数多くの公演に出演。
新作能や他ジャンルとのコラボレーションなど新
たな試みにも挑戦。また、大学での講義や部活動
の指導、各地の小中学校での巡回公演など次世
代への普及に努める。演能会「龍門之会」主宰。
同志社大学文学部卒業。京都市立芸術大学非常
勤講師。公益財団法人 金剛能楽堂財団理事。
京都市芸術新人賞、京都府文化賞奨励賞 受賞。

京都大学文学部卒業、京都大学大学院人間・
環境学研究科修了。博士（人間・環境学）。
『源氏物語の時代―一条天皇と后たちのもの
がたり』（朝日新聞出版）でサントリー学芸賞
受賞。『平安人の心で「源氏物語」を読む』
（朝日新聞出版）で古代歴史文化賞受賞。
『誰も教えてくれなかった「源氏物語」本当の
面白さ』（林真理子氏と共著、小学館新書）、
『紫式部修論』（和泉書院）、『紫式部日記と王朝
貴族社会』（和泉書院）、『枕草子のたくらみ－
「春はあけぼの」に秘められた思い』（朝日新聞
出版）、『紫式部ひとり語り』（角川ソフィア文庫）、
『古典モノ語り』（笠間書院）など著書多数。


